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センター運営会議を，2017 年７月 20 日，８月 30 日，９月 28 日，10 月 24 日，11 月 29 日，





Ⅱ ホームページの原稿及び EVRI レターの様式
１．挨拶










































































〇 2017 年９月 28 日【カリキュラム】研究ユニット（IB クラスタ）
David Booker 氏（UWC Atlantic College・元副校長）
「Planning for Impact in the Baccalaureate」
〇 2017 年 10 月 24 日【教育の専門家】研究ユニット（教師教育者クラスタ）
武田信子氏（武蔵大学・教授）
「教師教育者の専門性開発をどう進めるか－教師を育てるひとの役割，行動と成長－」
〇 2017 年 11 月 29 日【カリキュラム】研究ユニット（教師教育クラスタ）
Andreas Gruschka 氏（元フランクフルト大学・教授）
「ドイツをとおして考える授業研究と教師教育」
〇 2017 年 12 月 21 日【学習空間】研究ユニット（インクルーシブ教育クラスタ）
北山夕華氏（サウスイースト・ノルウェー大学客員研究員）
「ノルウェーの教育と多文化主義」
〇 2017 年 12 月 25 日【学習空間】研究ユニット（インクルーシブ教育クラスタ）
 EunMi Cho 氏（サクラメント州立大学教授）
「通常の学級におけるユニバーサルデザインに基づくインクルーシブ教育の実践」
＜2017 年度 研究拠点創成フォーラム＞
〇 2018 月１月 23 日：広島大学・ソウル大学合同シンポジウム
「Building Bridges: Fostering International Research Collaboration in Education」
〇 2018 年２月３日～４日：【学習空間】研究ユニット
「通常の学校における学校全体で取り組むインクルーシブ教育の実践」
〇 2018 年２月 17 日：【カリキュラム】研究ユニット
 「国際バカロレア DP 日本語科目「歴史」授業の構想」
〇 2018 年３月４日：【教育の専門家】研究ユニット
 「教育学研究者と教師教育者のアイデンティティ」
〇 2018 年３月 10 日：日米欧・３研究ユニット連携
 「Reform of Teacher Education and Educational Research in Diverse Society」
（２）教育の reconstruction（再構築）を促進します
















〇 2017 年５月～７月： OECD 地方創生イノベーションスクール 2030
広島創生イノベーションスクール「グローカルスクール in 広島」の受託
〇 2017 年６月～2018 年２月： 呉地域オープンカレッジネットワーク会議
「「橋」をテーマとした呉地域版＜おもしろ数学カレンダー＞の作成」の運営の支援
〇 2017 年７月 27 日： 広島大学大学院教育学研究科
「高等学校教員のための指導力向上セミナー」の企画・運営の支援
〇 2017 年９月～現在： JICA
「カンボジア国教員養成大学設立のための基盤構築プロジェクト」の受託
〇 2017 年 10 月 26 日： 広島県中学校社会科教育研究会
「第 48 回広島県中学校社会科教育研究大会」の企画・運営の支援
〇 2018 月１月９日・10 日： 日本スポーツ振興センター
「ペルー対する体育教師の能力開発支援」の「授業研究」研修の企画・運営の支援















＜2017 年度の HUGLI への派遣または関係機関との交流＞
〇 2017 年７月： エジプト・カイロ大学
〇 2017 年８月： カンボジア・プノンペン王立大学
〇 2017 年９月： カンボジア・カンボジア教育・青年・スポーツ省
〇 2017 年９月： インドネシア・インドネシア教育大学
〇 2017 年９月： オーストリア・ウィーン大学
→オーストリア・ウィーン大学歴史文化学部と「部局間学術交流協定」の締結
〇 2017 年９月： インドネシア・ダルマプルサダ大学
〇 2017 年 10 月： カンボジア・カンボジア教員養成大学




〇 2017 年 11 月： カンボジア・カンボジア教員養成大学
〇 2017 年 12 月： インドネシア・インドネシア教育大学
→インドネシア７大学及び教育文化省特別支援教育研修部門と「インクルーシブ教育
研究コンソーシアムの交流準備協定」の締結













・メンバー：川合 紀宗（代表），松宮 奈賀子，兼重 昇
（２）【カリキュラム】研究ユニット
〇 テーマ： 学習者と教師の新たな学びを支援するカリキュラムをデザインします
〇 ユニットリーダー： 棚橋 健治
〇 ユニットの構成と活動
＜「IB 教育」クラスタ＞
・基盤となる研究： 科研 基盤研究Ａ「IB の理念を踏まえたカリキュラム・授業・評
価の開発的研究」（代表：棚橋健治）





・メンバー： 間瀬 茂夫（代表），吉田 成章
（３）【教育の専門家】研究ユニット
〇 テーマ：教師を支える教育者と研究者に求められる専門性をデザインします












・メンバー： 草原 和博（代表），小山 正孝，川口 広美，佐藤 万知
（４）運営支援チーム
・教育研究推進員： 大坂 遊，吉川 友則
・事務補佐員： 草原聡美
私たち EVRI は，ミッションを達成するために，共同事業，共同研究，受託研究および
講演等をお引き受けいたします。本運営支援チームにお問い合わせください。
（草原和博＊，木下博義，松宮奈賀子，川合紀宗，三好美織，影山和也，川口広美，
棚橋健治，山元隆春，間瀬茂夫，兼重昇，永田良太，岩田昌太郎，井戸川豊，
吉田成章，森田愛子，桑山尚司，大坂遊＊，吉川友則）
Ⅲ ロゴとバナースタンド
 EVRI のミッションと６つのクラスタ，学術研究と社会・世界とのつながり，そして教
育イノベーションへの貢献とダイナミックな躍動をイメージさせるロゴを作成した。また
ロゴを配したバナースタンドを作成した。各種イベントではこのバナーを掲示し，本セン
ターの広報に努めた。
なお，ロゴとバナーの作成には，「イナダ Web デザイン」の協力を得た。

図４ ロゴを配した２種類のバナーのデザイン
（草原和博＊）
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